
 1

ISSN 0287-976X 

表紙イラスト：井上 寛之（理学部  ４年次生） 

特集 宇宙 

～星空の彼方に何が見えますか？ 

＜貴重資料探訪＞コペルニクス『天球の回転について』 

8-9 

＜海外の図書館紹介＞ 10-11 

＜Lib.なび＞ 12-13 

 図書・雑誌・映画・音楽 

＜情報の探し方＞ 14 

＜教員文庫寄贈一覧＞ 15 

＜Information＞ 15 

＜司書のお仕事＞ 16 

 

自著を語る 

『望遠鏡以前の天文学：古代からケプラーまで』 

山本 啓二 

『北方ヨーロッパの商業と経済 1550-1815 年』 

玉木 俊明 

『言葉と認知のメカニズム』 

平塚 徹 

『糺の森を探検しよう！（糺の森自然観察図鑑）』 

勝矢 淳雄 



 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんは普段星を見ることはありますか？ 

ずっと昔から人間は夜空を見上げ，その美しさに心を打たれたり，海の上の航

海や農業の季節の目安にしてきました。メソポタミア，ギリシア，中国，中南米

など多くの民族が自分たちの祖先を空に輝く星に結び付けてきたことも事実で

す。身近なところでは星占いは今でも盛んに行われています。何が私たちの興味

を星空へと向かわせるのでしょうか。 

今年，京都産業大学には天文台が完成します。本学の創設者・荒木俊馬先生が

天文学者であったことは皆さんご承知のとおりです。また，今年は世界天文年で

もあります。 

この機会に宇宙について知ることで日常の時間や空間の外にあるものに思い

を馳せてみませんか？ 

 

 

界天文年とは？ 

“2009 年はイタリアの科学者ガリレオ・ガリレイが初めて望遠鏡を夜空に向け，宇宙への扉を開

いた 1609 年から，400 年の節目の年です。国際連

合，ユネスコ（国連教育科学文化機関），国際天文学連合は，こ

の 2009 年を「世界天文年（International Year of Astronomy：

略称 IYA）」と定めました。” 

“世界中の人々が夜空を見上げ，宇宙の中の地球や人間の存

在に思いを馳せ，自分なりの発見をしてもらうこと。それが世

界天文年の目的です。” 

137 の国と地域が参加を表明しています。（2009 年２月 23 日現在） 

【世界天文年 2009 ホームページ http://www.astronomy2009.jp/ja/about_iya/about_iya.html より引用】 

 

 

 世界中で宇宙を観ようよ 100 時間 （原題：100 Hours of Astronomy） ： 2009 年４月２～５日 

これは世界天文年 2009 の企画の中でも，国際的な協力体制で進められる「世界企画」のうち

の「主要企画」の一つです。月と土星が見やすい４日間，街角観望会が開かれたり，天文台

の観測現場を WEB 中継など様々な企画が世界中で予定されています。 

日本ではちょうどお花見の季節。夜桜とともに宇宙も観てみませんか。 

世 
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 めざせ 1000 万人！みんなで星を見よう！ 

世界天文年 2009 日本委員会が主催するイベントの一つ。 

望遠鏡で天体を見たなどだけではなく，帰り道に見上げた星空や天文現象，プラネタリ

ウムで見た星まで，とにかく星を見たなら報告するとカウントされ，2009 年にどれだけ

の人が星を見たのかというとても壮大な企画です。 

詳しくは，【めざせ 1000 万人！みんなで星を見よう！ホームページ http://star2009.jp】

をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食が観察できます!! 

世界天文年のイベントの中でも，日本ではとりわけ大きな話題となっているのが日食。2009 年

７月 22 日に日本の陸地では 46 年ぶりに見られます。 

残念ながら皆既日食が見られるのは，奄美大島北部や屋久島などの 

地域だけですが，京都でも部分日食は見られます。（右表参照） 

古来，日食は世界各地で宗教的な出来事としてもとらえられてき 

ました。 

 一度日食を見て，その神秘的なコロナ（太陽表面の上空に存在す 

る高温のプラズマ）の魅力にふれるとエクリプス（日食）・ハンタ 

ーとして世界中をめぐるようになる人も多いそうです。この夏，あ 

なたもその目で日食を見てみましょう！ 

日 
食の始め 09 時 47 分 40 秒 

食の最大 11 時 05 分 52 秒 

最大食分 0.809 

食の終わり 12 時 25 分 21 秒 

【注意点】日食を見るときは直接見ずに，観測

用の「日食メガネ」などを使用して目を痛めな

いようにしましょう。特別な道具がなくてもピ

ンホールカメラの原理で木漏れ日に投影される

欠けた太陽の像を見ることもできるそうです。

『最新藤井旭の天体観測教室』 

藤井旭著 

日食観測のページには，今年日本で

見られる皆既日食の説明や，日食の

観測方法についての説明もありま

す。 

 

京都市青少年科学センター http://www.edu.city.kyoto.jp/science/ 

プラネタリウム観覧ができる他，年７回市民天体観察会（京都市青少年科学センター天文台の大

型望遠鏡や双眼鏡などを使って夜間に天体を観望するイベント）が開催されています。 

 

黄華堂 http://www.oukado.org/ 

“子どもたちに本物の星空を！”を合言葉に天体観望会や天文教室を開いている天文ボランティ

ア。新風館（京都市営地下鉄烏丸御池駅⑤出口）でもイベントが開催されています。 

 

エル・マール まいづる http://www.kepco.co.jp/pr/elmar/ 

日本初の海上プラネタリウム!!世界天文年 2009 日本委員会公認イベント「日食を観察しよ

う！」も予定されています。 

   

京都で星を見る 
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プトレマイオス 

２世紀前半に活躍したギリシアの天文学者で，天動説の完成者です。著書『アルマゲ

スト』に記したプトレマイオスの天動説（プトレマイオス体系）はルネサンスまで西洋

の宇宙観を支配しました。 

過去から現代の天文学者たち 

イスラムの天文学者たち 

イスラム社会では断食月ラマダンがいつから始まるかが重要でした。月の動きを正確

に捉えるため，天文学が盛んに研究され，プトレマイオス体系が改良されました。天文

学に関する知識はアラビア語からラテン語に翻訳され，西ヨーロッパへ紹介されました。

ニコライ・コペルニクス（1473～1543） 

ポーランドの聖職者であり，天文学者で地動説の創設者です。フラウエンブルクの寺

院の望星台で天体観測に励みました。観測精度は十分ではありませんでしたが，天体位

置の予測に関して，地動説による方が天動説によるものよりは優れていることを確信し

ました。彼の主著『天球の回転について』は，完成からだいぶ時が経った死の直前に出

版されたといいます。なお，地球が自転していることが実証されたのは，『天球の回転に

ついて』から 300 年以上後の 1851 年「フーコーの振り子」によってです。 

ガリレオ・ガリレイ（1564～1642） 

イタリアの物理学者，天文学者で，近代科学の創始者の一人です。 

1608 年ごろオランダの眼鏡職人によって望遠鏡が発明されたことを聞き，1609 年に自

ら作成した望遠鏡を宇宙へ向けました。最初は月を観測し，その後太陽や太陽系の惑星

なども観測していきました。天の川が無数の星の集合であることも発見しました。望遠

鏡による数々の発見を『星界の報告』（1610 年出版，邦訳は岩波文庫）にまとめました。

1632 年に『世界の二大体系対話』（いわゆる『天文対話』）を出版しました。これは一

方的に地動説を主張するものではありませんでした。しかし翌年，宗教裁判にかけられ

有罪となりました。ローマ・カトリック教会において有罪判決を見直す調査が行われ，

判決が誤りであることが認められたのは 1992 年のことでした。 

荒木俊馬（1987～1978） 

本学の創設者荒木俊馬先生も，高名な天文学者でした。荒木先生について「ヨミダス

歴史館」（※）で検索すると，1937 年７月 22 日の朝刊に「天体を円塔に映す」という記事

があります。荒木先生が当日午後 7時 30 分からラジオ中継で，大阪四ツ橋の電気科学館

にあった当時東洋最大のプラネタリウムを操作しながら星の運行などについてお話しす

るという内容でした。どんなお話しだったのか興味深いですね。 

 

※ヨミダス歴史館…読売新聞のデータベース。キーワードで記事を検索できる。 

1874 年の創刊から紙面イメージを閲覧可能。 

4
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「サギタリウス」 

 

 本学の学章である「サギタリウス」の星座を取りあげます。教職員のみなさんにはなじみ深

いとおもうのですが，学外一般の人々には「サギタリウス」というよりも「いて（射手）座」

といったほうがなじみ深く，親しみやすい名称かもしれません。 

 星座の個々の名称に疎くても「天の川」といえば，どなたでもご存知でしょう。その天の川

が一段と太く，あかるく輝いて地平線に注ぎ込んでいる辺りに「いて（射手）座」があります。

夏の「天の川」は，広大無辺な宇宙というものを彷彿とさせるような，人間の生きている存在

そのものが問われるような，そのような不思議なロマンに誘われます。 

 

ナゾの庭石 

かつては，中央図書館を取り囲むような配置で，

９つのギリシア文字による庭石が配置されてい

ました。写真（コラージュ）は，そのうちの一

部です。 

「いて（射手）座」の概要 

学名：Sagittarius（略名：Sgr） 

中央位置：赤経 19h03m  赤緯－28.5°

20 時南中：9月 2日（高度 26°） 

肉眼星数（5.5 等）：65 個 

設定者  ：プトレマイオス 

 

サギタリウスに関係する神話・お話・・・ 

いて座の馬人ケンタウロス族のケイロン 

ギリシア神話に登場する「ケイロン」は時の神クロノスを父にピリュラを母に生まれました。

乱暴者ケンタウロス族の一人ではありますが，賢者とされ，ギリシアの英雄たちに教育をほ

どこしましたが，教え子ヘルクレスの放った矢がケイロンにつき刺さり，息を引き取りまし

た。大神ゼウスがケイロンを惜しみその姿をいて座として星座にあげたといわれています。

 

南斗六星 

６個の星が「ひしゃくの形」に並んでいる南斗六星。 

北斗は死を，南斗は生をつかさどる神とされているそうです。中国の古い言い伝えでは，人

が生まれると北斗の仙人と南斗の仙人が相談してその人の寿命を決めるという伝説があり

ます。占いの名人管輅に寿命があとわずかであると伝えられた男性が，碁に興じる両仙人に

酒や肉を提供し，寿命を 90 まで延ばしてもらったというお話が伝えられています。 

 

みぼし・舵星 

日本では，弓矢の下半分の星四つの台形の形を農具の「箕」の形にみたり，南斗六星全体を

和船の「舵」にみたりしていたようです。 

参考文献 

原恵著『星座の神話』改訂版,恒星社, 1982.   沼澤茂美, 脇屋奈々代著『星座ガイドブック』 新版, 誠文堂新光社, 2005. 

藤井旭著『星座大全：夏の星座』作品社, 2003.  渡部潤一著『ガリレオがひらいた宇宙のとびら』旬報社, 2008. 

かんろ 

み 
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天文学 創設者・荒木俊馬先生 

ちょっと知りたい 
初級編 

『『星星とと宇宇宙宙をを  

知知りりつつくくすす本本』』  

小小野野夏夏子子  

和和紗紗泰泰信信著著  

『『星星ののききほほんん』』    

駒駒井井仁仁南南子子著著  

ははややののんんイイララスストト 

『『大大宇宇宙宙のの旅旅』』  

  荒荒木木俊俊馬馬著著  

  

本の帯には，松本零士先生

のイラストと「ホーキング博

士に挫折した方へ」の文字

が・・・。 

 

 

 

 

『新スタートレック』 

（第 1 話‐第 12 話を所蔵）

レーザーディスク 1987 年作

シーズン６には
ホーキング博士
も出演！ 

『ホーキング宇宙の始まりと

終わり : 私たちの未来』

スティーヴン・W.ホーキング著 

向井国昭監訳  

倉田真木訳 

 

もっと知りたい 
中・上級編 

『西洋天文学史』  

荒木俊馬著 

 
西洋天文学の歴史がこの一冊で分かる！

コペルニクスやケプラー，ガリレオ，ニュ

ートンといった学者たちの肖像も多数掲

載されています。 

『銀河鉄道 99

：ga

りん・た

松本零士

ビデオカ

作 

 

６
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映像で見る宇宙の旅 宇宙飛行士に憧れて… 

 今回の特集はいかがでしたか？「宇宙」は果てしなく広がり，学術的にもまだまだ未知の部

分が残されています。皆さんにとっては，図書館にも未知の世界が広がっているかもしれませ

んね。色々なアプローチの仕方で情報の宇宙を旅してみませんか？ 

『コンタクト』 

   ロバート・ゼメキス監督 

カール・セーガン原作 

レーザーディスク 

1997 年作 

 

 

『宇宙飛行士になるには』 

  宇宙開発事業団編 
 
『宇宙飛行士になりたい 

：宇宙開発の歴史と未来』 

  関口千春編著 

宇宙飛行士を
目指すなら! 

 
原作者は NASA とも関わ

りのあった，アメリカの天

文学者です。 

『アポロ 13』 

  ロン・ハワード監督 

ジム・ラベル 

ジェフリー・クルーガー原作

DVD 1995 年作 

 

 

 

 

『『宇宇宙宙デデジジタタルル図図鑑鑑』』  

（（vvooll..１１‐‐1122  所所蔵蔵））  

DDVVDD  NNHHKK  22000000 年年  

『『ああのの瞬瞬間間((とときき))、、ぼぼくくららはは  

宇宇宙宙にに一一番番近近かかっったた』』  

      ママイイクク・・カカーージジェェスス,,    

ジジョョーー・・ラライイデデンン著著  

武武者者圭圭子子訳訳  

99 

araxy express』  

たろう監督 

士原作 

セット 1979 年

特 殊 学 級 の 生 徒 た ち が

NASA の教育プログラム「ス

ペースキャンプ」に挑戦す

る，感動の実話。 

７
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コペルニクス『天球の回転について』 

矢野 道雄 

 

記憶は定かでないが，本学の中央図書館が完成し

たのが1987年10月であるから，それ以前のことだ

と思う。ハーバード大学スミソニアン天文台の教授

であったオーウェン・ギンガリッチさんから，本学

が所蔵するコペルニクスの『天球の回転について』

の初版本を調査してほしいという依頼を受けた。当

時は貴重書の中でもとくに貴重なものは学長室の陳

列ケースの中に収められていた。わたしは柏祐賢学

長の許可を得て，１ページずつ書き込みがないかど

うかチェックし，製本状態とともにギンガリッチさ

んに報告を送った。 

最近翻訳されたギンガリッチさんの『誰も読まな

かったコペルニクス』（早川書房）には，世界中に現

存する初版本276冊と第２版325冊の所在地がリス

トアップされている。この本の元になったのは2002

年に出版された総合調査目録(An Annotated Census 

of Copernicus’De Revolutionibus)である。これに

より，日本では本学のほかに，明星大学，いわき明

星大学，広島経済大学，金沢工業大学，近畿大学の

図書館が初版本を所蔵していることがわかる。本学

の初版本には書き込みが全くないので「誰も読まな

かった」１冊だったといえるかも知れない。なおギ

ンガリッチさんの見積りでは，初版の発行部数はお

よそ500部だったらしい。 

しかしながら，実際は「誰も読まなかった」わけ

ではなく，ギンガリッチさんが初版本と第２版の書

き込みを徹底的に調査した結果明らかになったのは，

この本がごく少数ではあるがきわめてすぐれた天文

学者たちに読まれていたということである。なかで

もコペルニクスの太陽中心説を修正したティコ・ブ

ラーエの書き込みや，ブラーエの精度の高い観測に

基づいて火星の研究を行うことによって楕円軌道を 

 

発見したケプラーの書き込みなどは重要な意味をも

っている。ケプラーの先生であるメストリンが所有

していた１冊には 50 年にわたる膨大な書き込みが

残されているという。またケプラーが所有していた

初版本は複製され，わたしも手に入れることができ

たが，そこにはケプラーの前の所有者がギリシア語

で書き込んだ「楕円」という文字が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように限られた数の『天球の回転について』

の初版本と第２版は少数の熱心な読者たちに読み継

がれていった。これらの人々によって近代天文学の

礎が築かれたのである。 

『天球の回転について』がなぜそれほど重要なの

かというと，この書物こそ「コペルニクス革命」や

「コペルニクス的転回」という言葉からもわかるよ

うに，科学の歴史のなかでも際立って大きな影響を

もたらしたからである。 

岩波文庫版では『天体の回転について』というタ

イトルになっているが，正確には「天球」であり， 

 

訪 重 資 探 料 貴 
Copernicus, Nicolaus.(1473-1543) 

「De revolutionibus orbium caelestium」

（天球の回転について） 

『天球の回転について』タイトルページ 
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私の畏友高橋憲一さん（九州大学）のすぐれた研究

書は『コペルニクス・天球回転論』となっている。

「天球」という考え方は，大地が球形であることを

知った古代ギリシア人たちが，「地球」のアナロジー

（類推）として思いついたものであるが，アリスト

テレスによって採用され，ギリシアの宇宙論の中心

になった。 

紀元後２世紀中ごろ古代天文学を体系化したア

レクサンドリアのプトレマイオスによれば，宇宙の

中心に地球が静止しており，そのまわりを月，水星，

金星，太陽，火星，木星，土星を載せる天球がとり

まいて回転している。いちばん外側には恒星をちり

ばめた天球がある。 

しかし実際の惑星は見かけのうえはきわめて不

規則な運動をする。これを一様な円運動の組み合わ

せによって幾何学的に説明するというのが古代天文

学者の課題になった。つまり，観測に合致するよう

な幾何学的モデルを構築する必要があったのである。

言い換えれば幾何学によって「現象を救う」ことが

要請されたのだ。プトレマイオスの名著『アルマゲ

スト』じたい，ギリシア語原題は『数学的総合』で

あった。こうして西洋天文学は応用幾何学ともいう

べきものになった。このような伝統がおよそ 1400

年後のコペルニクスに至るまで続いたことは，『天球

の回転について』の扉に，「幾何学ノ素養ナキ者，入

ルベカラズ」（高橋訳）とギリシア語で書かれている

ことからもうかがうことができる。この言葉はプラ

トンの学校（アカデメイア）の扉に書かれていたと

いう伝説がある。 

プトレマイオスの体系は必ずしも完全に「現象を

救う」ものではなかった。また惑星の軌道円の中心

とは別に等速円運動の中心を認めるというような仮

説は受け入れがたいものであった。そこで彼の後多

くの天文学者たちが改良を試みた。とくに目立つの

は13世紀から14世紀にかけてのイスラーム世界の

天文学者たちである。その一人であるナスィール・

アッ＝ディーン・アッ＝トゥースィーは円運動の組

み合わせで直線運動を生み出すような工夫をした

（いわゆる「トゥースィー対円」）。『天球の回転につ

いて』にはこれと同じ工夫が図とともに用いられて

いるので，コペルニクスはイスラーム天文学の情報

を何らかの方法で入手していたのであろうというの

が今では定説になっている。 

コペルニクスはこのような伝統の上に立ちなが

ら，いやむしろ伝統の中でもがいていたからこそ，

宇宙の中心に置くのは地球よりも太陽のほうがふさ

わしいと考えたのである。この伝統を断ち切り天文

学を円運動の呪縛から開放したのがケプラーであっ

た。そのケプラーを生んだのは精密な観測記録を残

したティコ・ブラーエであったことも忘れてはなら

ない。 

ギンガリッチさんが収集した世界の図書館の『天

球の回転について』の書き込みはこの書物とその背

景の歴史を見事に語っている。 

（やの みちお 文化学部教員） 
 
参考文献： 

高橋憲一著『コペルニクス・天球回転論』，みすず書房，1993年。 
 
クリストファー・ウォーカー編，山本啓二・川和田晶子訳『望遠鏡

以前の天文学』，恒星社厚生閣，2009年。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『天球の回転について』の複製本を２階カウンター前に展示し

ます（2009年４月１日から５月31日まで）。 

『天球の回転について』67葉 

「トゥースィー対円」と同じ工夫の図 
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知的な雰囲気を醸しだす大学図書館は 

時空を超えた別世界？ 
 

University of California, Berkeley 

① Doe Library 

② Thomas J. Long Business & Economics 

Library 

③ C.V. Starr East Asian Library 

（アメリカ合衆国） 
 

植木 真理子 
 

 

カリフォルニアは，一年を通して寒暖の気温差が

少ない気候です。大学周辺には，Bart（Bay Area Rapid 

Transit）の駅があり，オフィス街，学生寮，住宅地

などに囲まれています。私は大学から徒歩20分ほど

の場所に滞在しています。大学までの移動はほとん

ど徒歩ですが，景色を楽しみながらの徒歩移動もそ

う悪くはありません。その道中で見る街路樹や色と

りどりの植物，どこまで伸びきったのかと思わせる

ほどの背の高いヤシの木，通りの奥にちらりと垣間

見られる海。このような情景に触れる時は，カリフ

ォルニアの地にいるのだと実感できる楽しい瞬間で

す。 

UC Berkeley校は，1868年に設立され，州立大学

の中で最も古い歴史を持っています。大学のキャン

パスは，1232 エーカー（約150 万８千坪）もあり，

日本の大学に比べると広大なキャンパスです。この

ようにキャンパスが広大なため，キャンパスを一周

するシャトルバスが運行されているのです。 

UC Berkeley 校は1960年代のフリースピーチ・ム

ーブメント以来のリベラルな校風で知られています。

大学の愛称である Cal（キャル）は，建物の至る場

所に張ってあるポスターや学生達が身につけている

T シャツやスウェット・パーカーなど，キャンパス

のあちらこちらで目にすることができます。 

本大学の恒例行事として，秋と冬の時期にアメリ

カン・フットボールの試合が本キャンパスのグラウ

ンドで開催されます。秋にあったStanford大学戦の

Big Gameでは，CalやStanford応援部隊の大勢が集

結し，試合を観戦したようです。ちょうど同じ日に，

11月末のサンクス・ギビング（感謝祭）パーティー

があり，その待ち合わせ場所に移動するためにバス

を利用したのですが，Big Gameによる交通渋滞で30

分以上バスが遅延した上に，目的地までの乗車時間

は通常よりも１時間以上も余計にかかってしまいま

した。恐るべきアメフット人気を目の当たりにした

日となりました。 

さて，UC Berkeley を代表する中央図書館 Doe 

Libraryについて紹介してみましょう。Doe Library

は，Charles Franklin Doe 氏が 1904 年に４分の１

もの資産を寄贈して設立されました。一般に公開さ

れている施設ですが，IDカードがないと書架コーナ

ーには入れない場所もあります。IDカードを提示し

て中に入り地下まで降りると，謎めいた地下道があ

り，Moffitt Library（学部生用の図書館）の別棟に

つながっています。何も知らずに知り合いの先生に

初めてそこを案内された時は，予想外の地下道の存

在に感激したものです。このように，初の訪問者に

ハッと思わせるような造りになっている謎めいた図

書館は，中央図書館の他にもキャンパス全体にわた

って各学部や研究機関ごとにもあり，定期的にライ

ブラリー・ツアーが一般公開で実施されています。 

日本から同じく客員研究員で来られた先生から聞

いた話では，図書館の共用パソコンを利用していた

ところ，何だか変に匂うなと思いきや，いつの間に

か隣のパソコンでホームレスの人が情報検索をして

いたそうです。まさに図書館は名実ともに開かれた

公共施設なのです。 
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Doe Library にはデラックスな雰囲気のあるリー

ディング・ルームがいくつかあります。North 

Reading Roomは，Beaux-Arts時代の建築様式で，と

ても豪華な空間です。そこでは，真剣な眼差しで本

を読んだり，持参

したノートパソコ

ンで資料を作成し

ているなど，図書

館ならではのピン

と張りつめた独特

な緊張感と静寂な

空気が漂っていました。もう一つのRoger W. Heyns 

Reading Roomでは，学生の他に，一般市民や家族連

れの訪問者達がしばしの間，神聖なる空間でゆった

りとくつろいでいる姿が垣間見られます。 

さて，私が研究滞在している所属機関は，UC 

Berkeley 校の中の Haas School of Business です。

Haas には４つのInstitute と 15の研究センターが

あり，私の所属する研究機関はIMIO: Institute of 

Management, Innovation, & Organizationです。 

Haas では Dean’s Speaker Series といった著名

人や活躍するビジネス・パースンの講演会が定期的

に開催されています。また，Haasに属する各研究機

関でも毎週公開セミナーが開催され，最新のビジネ

ス動向を聞く機会があります。アメリカを代表する

大企業やシリコン

バレーの著名な企

業からのゲスト講

演を聞く機会は，

私の最大の楽しみ

の一つになってい

ます。 

研究棟に隣接した教室棟には，授業教室，パソコ

ン室，Business & Economics図書館があります。こ

の図書館は，1995 年１月に Thomas J. Long 基金に

より開館されました。主に，ビジネス，経済関連の

学術文献をはじめ，企業倫理，経営史，コーポレー

ト・ファイナンス，CSR（企業の社会的責任），起業

家，ファミリー・ビジネス，ハイテク産業，イノベ

ーション，技術革新，非営利組織といった専門のコ

レクションなど計15万冊の文献と160万ものマイク

ロフィルムなどが所蔵されています。この図書館は

祝日を除いてほぼ毎日開館しています。私が利用す

る書籍はほぼここに揃っています。もし借りたい本

が貸し出し中であれば，リクエスト申請をした後，

受け取り可能になれば，登録したメールアドレスに

貸出可能の連絡が入る仕組みになっています。貸出

期間は，誰かがリクエスト申請をしない限り，セメ

スターの終了日まで長期間借りることができます

（ちなみに，UC Berkeley の授業期間は，春セメス

ター１月～５月，秋セメスター８月末～12月）。 

最後に紹介する図書館は，C.V. Starr East Asian 

Libraryです。1947年にEast Asiatic Libraryとし

て設立されて以来，中国，日本，韓国，東アジア諸

国の文献資料が90万冊以上所蔵されています。所蔵

数でいうと全米２位に相当します。 

日本の新聞・雑誌のコーナーも設置されており，

本学の紀要論文『世界問題研究所紀要』も所蔵され

ていたのを発見し，まさかUC Berkeleyでお目にか

かれるとは予想外のことであったため，非常に驚き

ました。 

キャンパスでは，大きな本を手で抱えながら歩く

学生や自転車に本を山積みして移動する学生をよく

見かけます。図書館やカフェでは，学生達がじっく

りと本を読んだり，ノートパソコンを打ちながらレ

ポート課題をまとめたり，晴れている日には，日向

ぼっこをしながら本を読んでくつろいでいる姿をよ

く見かけます。こういった学問に真摯に向き合って

いる姿を見ることは，とても素敵な光景です。 

図書館は独特でなぜか神聖な空気を醸し出してい

ます。これは万国共通かもしれません。また，日常

生活において学生や一般市民の憩いの場としての役

割も果たしています。図書館は一度足を運んでみる

と，時間が経つのをつい忘れてしまうものです。そ

こには，書籍や資料を通して新たな出会いや知見を

見出したという喜びが味わえるからだと思います。 

あまりにもキャンパスが広いため，私は普段研究

室に隣接したBusiness & Economics Libraryを主に

利用しております。この記事を執筆しながら，中央

図書館はじめ他の図書館での独特の雰囲気を味わう

ために，研究室から遠く離れたそれらの図書館に

時々は億劫がらずにもっと足を運んでみようかとい

う気になりました。 

皆さんもサンフランシスコに来られる機会があり

ましたら，ぜひUC Berkeley校を訪問されて一般公

開のライブラリー・ツアーに参加されますことをお

勧めいたします。そこでは，きっと時空を超えた知

的な雰囲気の中でひととき心が癒されることでしょ

う。 

（うえき まりこ 経営学部教員） 
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最
近
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
は
世
界
天
文
年
。
こ
れ
を
機
に
、

宇
宙
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

 

理
学
研
究
科 

博
士
前
期
課
程 

 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
２１
年
３
月
修
了
）

 

深
澤 
修
（
ふ
か
さ
わ 

お
さ
む
）

 

『
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
怖
く
な
い
？ 

・ 

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
天
文
学
基
礎
編
』

福
江 

純
著 

恒
星
社
厚
生
閣 

443.5||HUK / ３階 

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
怖
く
な
い
？

皆
さ
ん
はTouchdown

と
い
う
雑
誌
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
或
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
と
聞
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
知
っ
て
い
れ
ば
当
然

Touchdown

を
目
に
し
た
事
が
あ
る
は
ず
だ
か

ら
で
あ
る
。 

知
ら
な
い
人
の
た
め
に
説
明
す
る
と
、
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
四
大
ス
ポ
ー
ツ
の
一

つ
で
、
ラ
グ
ビ
ー
を
ア
メ
リ
カ
式
に
合
理
化
し
、

発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。Touchdown

は
長
年

に
わ
た
っ
て
日
本
の
学
生
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
中

心
に
、
本
場
の
Ｎ
Ｆ
Ｌ
や
コ
レ
ッ
ジ
・
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
取
り
上
げ
、
解
説
し
て
き
た
老
舗
の

雑
誌
で
あ
る
。
熱
烈
な
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
毎

月
の
出
版
が
待
た
れ
る
雑
誌
な
の
で
あ
る
。 

私
は
産
大
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
な
の

で
五
年
前
か
ら
図
書
館
に
お
願
い
し
て
購
読
し

て
頂
い
て
い
る
。
雑
誌
の
コ
ー
ナ
ー
に
い
つ
も

置
い
て
あ
る
の
で
是
非
一
読
を
お
勧
め
し
た

い
。
最
新
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
情
報
や
作
戦
を

丁
寧
に
解
説
し
て
く
れ
る
の
で
、
門
外
漢
の
者

で
も
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
精
通
出
来
る
事
請
け
合

い
で
あ
る
。 

産
大
の
選
手
の
記
事
や
写
真
が
掲
載
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
同
級
生
や
友
達
の

活
躍
を
こ
の
雑
誌
で
見
る
事
が
出
来
る
の
も
こ

の
雑
誌
を
推
薦
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

外
国
語
学
部 

教
員 

鈴
木 

重
信
（
す
ず
き 

し
げ
の
ぶ
） 

 

『
月
刊
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
』 

タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
株
式
会
社 

783TAC1 / ２階-雑誌 

月
刊
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン 

「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
に

イ
メ
ー
ジ
す
る
で
し
ょ
う
か
。「
ブ
ラ
ッ
ク
」
は

「
黒
」
で
「
ホ
ー
ル
」
は
「
穴
」
だ
か
ら
、
た
だ

の
「
黒
い
穴
」
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

ー
ル
は
星
の
進
化
の
果
て
に
で
き
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
簡
単
に
言
え
ば
、
星
の
中
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
を
初
め
て
知
っ
た
時
、
と
て
も
驚
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
の
本
や
ア
ニ
メ
の
中
で

は
、
度
々
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
ワ
ー
プ
す

る
な
ど
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
多
く
の
人
が
勘
違

い
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。 

今
回
紹
介
し
た
い
本
は
、
そ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
に
つ
い
て
理
論
的
に
説
明
し
て
い
ま
す
。「
理

論
的
に
説
明
」
と
聞
く
と
、
そ
ん
な
の
読
ん
で
も

分
か
ら
な
い･･･

と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
本
は
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
使
い
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
更
に
、
説
明
す
る
た
め
の
数
式
は
別

枠
で
表
し
て
い
る
の
で
、
物
理
が
あ
ま
り
分
か
ら

な
い
人
で
も
、
興
味
さ
え
あ
れ
ば
十
分
理
解
で
き

ま
す
。
こ
の
本
の
応
用
編
と
し
て
『
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

ー
ル
を
飼
い
な
ら
す
！
』
も
あ
り
、
そ
ち
ら
で
は
、 
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観
れ
ま
せ
ん
。 

盛
岡
の
景
色
が
織
り
成
す
原
風
景
は
と
て
も

美
し
く
、
劇
中
に
流
れ
る
心
地
よ
い
音
楽
は
ジ
ブ

リ
で
有
名
な
久
石
譲
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

原
作
は
浅
田
次
郎
著
作
の
同
名
の
小
説
で
す
。

こ
ち
ら
も
オ
ス
ス
メ
な
の
で
、
ぜ
ひ
読
ま
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

学
長
室 

事
務
職
員 

 
 

豊
田 

亮
太
（
と
よ
だ 

り
ょ
う
た
）

 

壬
生
義
士
伝 

オ
ケ
コ
ン
！ 

う
も
の
を
と
て
も
感
じ
た
。
ユ
ニ
ー
ク
で
本
気

で
楽
器
を
楽
し
ん
で
い
て
、
そ
し
て
楽
し
ま
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
が
と
て
も
伝
わ
っ
て
く

る
。 単

独
で
感
じ
て
い
る
も
の
を
み
ん
な
で
共
通

の
も
の
に
し
て
一
つ
に
す
る
。
そ
れ
は
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
。
学
生
生
活
で
合
奏
を
や
っ
て

そ
れ
を
感
じ
た
。
指
揮
者
が
い
て
そ
の
人
が
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
、
や
っ
ぱ
り
一
人
一
人
が
表

現
し
た
い
も
の
は
違
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
ぶ
つ

け
合
い
、
だ
ん
だ
ん
き
れ
い
に
折
り
重
な
っ
て

い
く
。
厳
し
い
練
習
の
中
で
思
い
が
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。
直
前
ま
で
み
ん
な
が
納

得
し
て
進
む
た
め
に
話
し
あ
い
を
す
る
パ
ー
ト

が
あ
っ
た
り
、
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
仲
間
を
支

え
た
り
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
み
ん
な
が
一
つ

の
思
い
を
持
っ
て
演
奏
す
る
本
番
は
毎
回
最
高

だ
っ
た
。
き
っ
と
そ
の
演
奏
は
魂
が
こ
も
っ
た

心
か
ら
の
も
の
で
、
感
動
さ
せ
ら
れ
る
演
奏
に

な
る
ん
だ
と
思
う
。 

 

理
学
部 

三
年
次
生
・
マ
ン
ド
リ
ン
部 

藤
田 

絢
子
（
ふ
じ
た 

じ
ゅ
ん
こ
） 

[DVD] 778.21||TAK  / １階 

[CD] 764.4 ||ORC  / １階 

オケコン！（約58分） 

オルケストラ・ド・コントラバス 

滝田洋二郎監督・浅田次郎原作

2003年日本映画（137分） 

幕
末
の
動
乱
を
命
懸
け
で
駆
け
抜
け
た
新
撰

組
。
新
撰
組
と
い
え
ば
近
藤
、
土
方
、
沖
田
が
有

名
で
す
が
、
こ
の
作
品
は
吉
村
貫
一
郎
と
い
う
一

人
の
隊
士
に
視
点
を
あ
て
た
物
語
で
す
。
こ
の
男

は
南
部
盛
岡
藩
（
現
在
の
岩
手
県
）
を
脱
藩
し
、

壬
生
の
狼
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
新
撰
組
の
門
を

叩
く
。
剣
客
集
団
の
新
撰
組
に
あ
っ
て
、
腕
は
一

流
。
だ
が
、
金
に
汚
か
っ
た
。
仲
間
か
ら
も
守
銭

奴
と
蔑
ま
れ
、
そ
れ
で
も
金
の
た
め
に
人
を
斬
っ

た
。
そ
の
全
て
は
故
郷
に
残
し
て
き
た
愛
す
る
家

族
の
た
め
だ
っ
た
…
。 

し
か
し
、
幕
府
側
に
つ
い
て
い
た
新
撰
組
の
状

況
が
次
第
に
悪
く
な
る
。
そ
し
て
と
う
と
う
鳥
羽

伏
見
の
戦
い
が
勃
発
。
敵
で
あ
る
薩
摩
・
長
州
は

最
新
式
の
銃
を
も
ち
、
京
の
町
に
攻
め
込
み
幕
府

軍
を
圧
倒
す
る
。
吉
村
は
愛
す
る
家
族
の
た
め
、

共
に
戦
っ
て
き
た
同
胞
の
た
め
、「
義
」
の
た
め
、

戦
い
に
身
を
投
じ
る
。 

私
が
思
う
に
、
我
々
日
本
人
が
こ
よ
な
く
愛
す

る
サ
ム
ラ
イ
が
こ
の
映
画
に
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
涙
な
し
で
は 

日
常
に
は
音
楽
が
た
く
さ
ん
溢
れ
て
い
る
。
テ

レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
音
楽
は
流
れ
て
く
る
し
、
そ
の

時
の
気
分
に
合
わ
せ
て
曲
を
聞
い
た
り
す
る
。
ま

た
実
際
演
奏
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
す

る
。
音
楽
は
伝
わ
っ
て
く
る
、
ど
れ
だ
け
そ
の
音

楽
を
愛
し
て
、
思
っ
て
演
奏
し
て
い
る
の
か
。
そ

れ
が
迫
力
に
な
っ
て
聞
き
側
に
鳥
肌
を
た
た
せ

る
く
ら
い
心
を
動
か
す
も
の
に
な
る
。 

私
は
大
学
で
部
活
に
入
っ
て
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

に
触
れ
る
機
会
が
で
き
た
。
高
音
や
中
音
を
支
え

る
一
番
土
台
と
な
る
低
音
は
華
や
か
で
は
な
く

て
も
ず
っ
し
り
き
て
大
好
き
だ
。
合
奏
の
中
の
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
絶
対
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
だ
と
思
う
。
そ
ん
な
中
で
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
の
Ｃ
Ｄ
を
借
り
た
。
『
オ
ケ
コ
ン
！
』
と

い
う
Ｃ
Ｄ
だ
っ
た
。
ス
ゴ
イ
っ
て
思
っ
た
！
ず
っ

と
支
え
る
だ
け
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
だ
と
思
っ
て

た
の
に
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
だ
け
で
高
音
を
出
し
た

り
打
楽
器
み
た
い
な
音
を
出
し
た
り
自
分
の
中

の
も
の
を
越
え
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
で
も
や

っ
ぱ
り
そ
こ
に
は
仲
間
と
奏
で
る
『
合
奏
』
と
い
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図書館では，これまでに「聞蔵Ⅱビジュアル（朝

日新聞）」「日経テレコン２１」「ヨミダス文書館（2009

年４月ヨミダス歴史館にバージョンアップ）」とオン

ラインで読める国内の新聞記事データベースサービ

スを提供してきましたが，新たに「毎日 News パック」

を契約しました。 

毎日 News パックには，図書館ホームページ＞記

事・データベース検索＞データベース一覧からアク

セスできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上の図は，毎日 News パックのトップページ（「記

事データベース」画面）です。毎日新聞東京本社発

行の朝夕刊最終版の全文（1987 年から前日の朝刊ま

で）をはじめ，大阪／西部／中部／北海道の各本・

支社の記事，各都道府県の地方面の記事を収録して

います。当日の新聞記事は，「今日の新聞」からご覧

ください。 

京都産業大学についての記事を検索する場合，キ

ーワードに「京都産業大学 OR 京都産大 OR 京産大」

と入力するともれなく検索できます。 

キーワード「益川敏英」，期間を「最近１年分」で

検索を行ってみました。「検索結果は○件です。」と

検索結果を表示します。一覧の表示方法を新しい／

古い記事から順に表示，何件ずつ表示するか指定し，

一覧表示ボタンをクリックします。検索結果一覧は

次の図のようになります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
左上に検索件数が表示され，その下の一覧では１

つの記事について２行で表示されます。まず見出し，

２行目に，掲載日，本･支社朝夕刊，ページ，面名，

写真・図，文字数が表示されています。見出しをク

リックすると本文を表示します。検索画面で，「ハイ

ライト表示あり」にチェックを入れると，本文を表

示する画面でキーワードがハイライト表示されます。 

「毎日 News パック」は，2008 年６月２日から前

日までの Mainichi Daily News や 2001 年１月以降

に発行された経済誌『エコノミスト』の全文記事も

収録しており，広告等を除いた殆どすべての記事が

検索できます。その他の機能を簡単に紹介します。 

過去紙面データベース 

毎日新聞の創刊号（1872（明治５）年２月 21 日）

から 1957（昭和 32）年 12 月 31 日までに発行された

新聞のうち，重大な事件を報じた紙面をＰＤＦで収

録しています。 

ニュース速報 

10～20 分ごとに最新ニュースを配信しており，紙

面に掲載されないニュースも含まれます。 

20 世紀 2001 大事件 

明治，大正，昭和，平成と４つの時代にまたがる

激動の 20 世紀に起きた，2001 の事件の写真と記事

とが検索できます。1901 年１月１日から 2001 年 12

月 31 日に発生した事件を収録しています。 

◆◇◆◇◆ 
新聞は時々刻々と変化する社会の動きをキャッチ

するのに欠かせない情報源です。学習に，就職活動

にぜひ役立ててください。 

このコーナーでは, 現在導入しているデータベースの検索ツール等を紹介します。 
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寄贈順（９/１～３/31） 敬称略 

 

平塚 徹（外国語学部） 

『プログレッシブ仏和辞典』第２版 小学館, 2008

（執筆） 

玉木 俊明（経済学部） 

『北方ヨーロッパの商業と経済 : 1550-1815 年』 知

泉書館, 2008 

山本 啓二（文化学部） 

『望遠鏡以前の天文学 : 古代からケプラーまで』 

恒星社厚生閣, 2008（共訳） 

岸本 京子（文化学部） 

『日本におけるジョージ・エリオット書誌』 大阪教

育図書, 2008（編著） 
 
 
 

図書館利用教育が始まります！⇒詳細はｐ.16 

春学期中も多様な図書館利用教育を実施します。 
 

施設や設備が新しくなりました！ 

◆図書館ホールに，新たに，大画面のプレゼン設備

が設置しました。ゼミの発表や学会などにもご利

用いただけます。 

◆車椅子用の閲覧机を，２階・３階に１台ずつ設置

しました。 
 

授業との連携が進んでいます！ 

◆「本学教員論文コーナー」を，雑誌コーナー横に

新たに設けます。本学教員の研究業績等を広く学

内にお知らせし，大学院生の研究を支援します。

本学大学院への進学を希望している人にも役立

ちます。 

◆「日本語表現・小論文」関連資料を３階「資格・

就職コーナー」に集めました。人間科学教育科目

「日本語表現」の先生方の推薦図書です。１年生

は必見です！ 

◆英語クラスの指定図書が１～10 のレベルに分か

れて並んでいます。ひとつずつステップアップし

てください。最終コースには，長編小説や絵本な

ども用意されています。 
 

（案内）「ガリレオ展 

～望遠鏡から始まる宇宙の世界～」 

○期間：４月１日（水）～５月 30 日（土） 

○会場：図書館１階パソコン室展示スペース 

および２階メインカウンター前 

（案内）「あなたの春にプラスα 

～サクラ・シネマ・ライブラリー～」 

映画上映会 

○期間：４月７日（火）～10 日（金） 

○会場：図書館ホール 

日時，タイトル等は POST，学内掲示板，館内掲

示でご確認ください。 
 

（予告）「第５回図書館書評大賞」原稿募集！ 

応募資格は学部学生のみ，書評対象図書は本学

図書館の所蔵図書。応募期間は，６月１日（月）

～９月 30 日（水）。応募要領等の詳細は，図書館

ホームページ，POST，館内掲示で発表します。 
 

新規導入データベース紹介  

詳細は図書館ホームページをご覧ください。 

◆雑誌記事索引集成データベース：明治初期から現

在までの全国誌から地方で発行された雑誌の記

事を検索できる。 

◆JapanKnowledge＋：20 以上のコンテンツを収録す

る総合レファレンスデータベース。別のコンテン

ツだった日国オンライン（日本国語大辞典）と字

通も統合し，一括検索が可能。 

◆ヨミダス歴史館：従来のヨミダス文書館に加えて，

1874～1989 年の過去紙面を検索・閲覧できる。広

告に絞った検索も可能。 

◆毎日 News パック：毎日新聞の 1987 年１月以降の

前日の朝刊まで検索可能。当日分は「今日の新聞」

で確認できる。⇒詳細はｐ.14 

◆House of Commons Parliamentary Papers：19 世

紀，20 世紀の英国下院議会文書を収録。英国，植

民地および周辺諸国の歴史，社会，政治，経済，

外交政策を研究する上で，必要不可欠な資料。 

◆Westlaw International：米国・英国・EU 法関係

資料を収録。判例，法令，行政関係資料やニュー

ス，ビジネス情報も収録。 

◆ScienceDirect：経営分野のバックナンバー（創

刊から 1994 年発行分）などを追加。 

◆ SpringerLink ： Lecture Notes in Computer 

Science の 1997 年から 2008 年発行分を追加。 

◆JSTOR Arts & Science Ⅵ：人文科学系を中心に

経済学・教育・言語学・政治学・地域研究分野な

どの 120 誌（2010 年予定）を追加。 
 
 
 

今号の特集では「宇宙」について取り上げました。
街中では夜空を眺めてもあまり星が見えないかもし
れません。幸いにも（？）本学は比較的よい環境です。
授業やクラブで暗くなるまで残ったときに夜空を見
上げてみてはいかがでしょうか。 
表紙・カットにご協力いただいた漫画部の井上寛之

さん，ありがとうございました。
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図
書
館
の
役
割
は
、
利
用
者
が
求
め
る
資
料
や
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
も
っ
と
も
柱
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
資
料
の
貸
出
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
。 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
利
用
者
の
質
問
や
調

査
依
頼
を
受
け
て
回
答
を
す
る
仕
事
で
あ
り
、
利
用
者
と

密
接
に
接
し
て
、
必
要
な
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
援

助
す
る
活
動
で
あ
る
。 

本
学
の
場
合
で
言
え
ば
、
各
フ
ロ
ア
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

カ
ウ
ン
タ
ー
で
１
～
２
名
の
図
書
館
員
が
、
事
項
調
査
（
文

字
や
言
葉
、
事
物
・
事
象
、

歴
史
的
事
件
や
出
来
事
、

地
名
・
人
名
、
統
計
デ
ー

タ
な
ど
に
関
す
る
情
報
）

や
文
献
調
査
（
図
書
や
雑

誌
、
雑
誌
・
新
聞
記
事
な

ど
の
文
献
探
索
や
所
在
調

査
）
の
回
答
や
、
図
書
館

の
利
用
案
内
、
辞
典
・
事

典
や
記
事
索
引
な
ど
の
参

考
図
書
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
は
電
話
、
文
書
、
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い

る
。 回

答
は
、
図
書
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報

源
や
契
約
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
有
用
な
無
料
公
開
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
な
ど
を
駆
使
し
て
行
う
。
担
当
す
る
図
書
館
員
の

知
識
や
主
観
で
は
な
く
、
必
ず
資
料
の
裏
付
け
や
典
拠
を

示
し
て
回
答
す
る
こ
と
が
基
本
原
則
で
あ
る
。 

カ
ウ
ン
タ
ー
に
来
た
利
用
者
を
待
た
せ
な
い
よ
う
に
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
・
的
確
に
行
う
た
め
に

は
、
情
報
源
と
な
る
参
考
図
書
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容

を
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
読

ん
だ
新
聞
記
事
や
雑
誌
の
広
告
が
情
報
源
と
な
る
こ
と
も

あ
り
、
日
頃
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
お
く
と

思
い
が
け
な
い
と
き
に
役
に
立
つ
。 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
に
は
、

情
報
源
と
な
る
参
考
図
書
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
点
検
・
整

備
を
し
、
最
良
の
状
態
で
維
持
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す

る
図
書
館
員
は
、
参
考
図
書
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
を

見
比
べ
て
評
価
を
し
た
り
、
新
し
い
参
考
図
書
を
受
け
入

れ
た
と
き
は
、
古
い
資
料
は
地
下
書
庫
に
移
動
す
る
こ
と

な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
利
用
者
が
気
軽
に
質
問
で
き
る
よ
う
な
態
勢
や

雰
囲
気
づ
く
り
、
利
用
者
の
質
問
の
意
図
を
明
確
に
把
握

で
き
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
知
識
や
訓
練
も
必
要
と
な
る
。 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
調
査
過
程
を
記
録
し
蓄
積
し
て
事
例

集
を
作
成
し
た
り
、
自
館
だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

図
書
館
員
の
仕
事
の
な
か
で
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
担
当

者
は
利
用
者
の
役
に
立
つ
こ
と
が
実
感
で
き
、
仕
事
な
の

に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
常
に
研

鑽
と
創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

春
学
期
の
図
書
館
利
用
教
育
計
画 

春
学
期
中
に
、 

次
の
利
用
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
新
入

生
・
ゼ
ミ
受
講
生
は
ク
ラ
ス
単
位
で
受
け
付
け
ま
す
。 

 新
任
教
員 

大
学
院
学
生 

ゼ
ミ
受
講
生 

新
入
生 

実
施
対
象 

４
月 

４
月 

４
～
７
月 

４
～
５
月 

実
施
時
期

利
用
案
内
・
研
究
用
図
書
購
入
申
込
み

方
法
・
検
索
実
習
（
蔵
書
・
契
約
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
・
館
内
案
内 

（
９
０
分
） 

利
用
案
内
・
文
献
探
索
法
・
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
紹
介
・
検
索
実
習 

（
９
０
分
） 

文
献
探
索
法
・
検
索
実
習
（
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
・
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
） 

（
９
０
分
） 

利
用
案
内
・
検
索
実
習
（
蔵
書
・
新
聞

記
事
・
雑
誌
記
事
）
・
館
内
案
内 

 
 

（
９
０
分
） 

実
施
内
容
・
所
要
時
間 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス 

司

書

の

お

仕

事 

 

発 

行 

京
都
産
業
大
学
図
書
館 

所
在
地 

〒
６
０
３
―
８
５
５
５ 

 

京
都
市
北
区
上
賀
茂
本
山 

電 

話 
(

０
７
５)

７
０
５
―
１
４
４
６ 


